
 

図 2 メッシュごとのボーリングの偏り 

（A：メッシュ全体に存在 B：メッシュの半分程度に偏っ

て存在 C：メッシュのごく一部に偏って存在） 

 

 
図１ 八戸地域における地盤情報 DBのボーリング位置 
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１．はじめに 

地震時の地表の揺れは土質の堆積状況や地質区分，地形

といった地盤特性に強く影響を受けるため，広域的に地盤

特性を把握することが必要であるが，その際に地盤情報デ

ータベース（以下，DB）は大変有効なツールとなる。特に

地域に根差した地盤情報 DB は，エリアは限られてはいる

ものの密な情報を得られやすく，さらにその地域独自の地

盤の知識を有する技術者が地盤情報を作成していることか

ら，詳細で有益な情報を得ることが可能である。これらを

踏まえ，八戸地域においても地盤情報DBが構築 1)された。 

一方でアンケート震度は地震時の揺れを広範囲で捉える

ことが可能で，地形や地盤の状態についての質問も含まれ

ており，地盤特性のうち地形について考慮されている。地

震を数多く経験している八戸地域では，坂尻ら 2)によってア

ンケート震度の評価が行われてきた。 

そこで本研究では，地盤情報 DB の継続的な運用と，今

後の地震防災に役立てることを目的として，ボーリングデ

ータ（図 1）を活用して作成した 250ｍメッシュの地盤モデ

ルとアンケート震度の分布結果を利用し，地震時の揺れと

地盤特性を空間的に評価する。 

 

２．全国電子地盤図システムを利用した八戸地域における

地盤特性の把握 

地盤工学会から提案されている全国電子地盤図システム

3)を用いて，八戸地域における 250mメッシュのモデル柱状

図を作成した。地盤モデルを作成するには，250ｍメッシュ

内にボーリングデータが存在しなくてはならないが，ボー

リングデータが多く存在する地域とそうでない地域が存在

する。そのため，250ｍメッシュ内にボーリングデータが何

本存在するかを確認したものの一部を図 2 に示す。図中で

示した「A」のメッシュは，メッシュ内全体にボーリングデ

ータが存在している状態で，図中「B」はメッシュの半分程

度にボーリングデータが存在している状態，「C」はメッシ

ュのごく一部に偏って存在している状態を示している。特

に「C」に分類される場合，ボーリングデータが 1本である

ことが多く，ボーリングデータ数の少なさも偏る理由であ

る。それぞれの割合は，「A」19%，「B」33％，「C」48%

であり，図 2 で代表されるように偏ってボーリングデータ

が存在するメッシュが全体の 8割程度を占める。250ｍメッ

シュにおける地盤モデルを作成する際に，ボーリングデー

タが偏って存在している時や，隣り合うボーリングデータ

でも掘削深度が大きく異なるような場合にはモデル化に使

うボーリングデータを選んで使う必要がある。 
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図 4 湊高台における優勢土質のN値分布 

 

 

 

 

図 3 アンケート震度分布結果と標高値の比較 

 

図 5 江陽における優勢土質のN値分布 

３．アンケート震度の分布結果と地盤特性の検討 

アンケート震度における地形の影響を検討するために，

図 3 では三陸はるか沖地震時に行われたアンケート震度の

分布結果と地盤の標高値を示した図中のコンター線は標高

値を示している。湊高台地区（図 1 参照）では，地形の変

化に沿うように，高震度領域の結果が見られ，対象的に江

陽地区ではあまり揺れなかった。図 4，5では，モデル柱状

図における最も多く出現した土質区分（以下，優勢土質）

と，優勢土質層の N 値を平均化した値を示し，湊高台地区

（図 4）と江陽地区（図 5）を拡大表示している。以上から，

湊高台地区は急激に標高値が変化することと，N 値の低い

火山灰土が厚く堆積しており地盤が軟らかく揺れやすいた

め，高震度領域の結果になったと推測される。一方，江陽

地区では標高値の変化がなく，N 値の低い砂層が厚く堆積

しており揺れやすい地域と推測されるがあまり高震度では

なかった。よって結果アンケート震度では地形の変化で揺

れ方が変わってくると考えられる。 

 

４．まとめ 

本研究は八戸地域の地盤特性を把握するために，地盤情

報データベースとアンケート震度の分布結果を活用して八

戸の地盤特性の評価を行った。まとめると以下のとおりで

ある。 

1. 地盤モデルの構築による地盤特性の把握を行った。その

結果，地形の変化，メッシュ内ボーリングデータの偏り，

掘削深度の違いがあるため，メッシュ内に存在する全て

のボーリングデータを使用することが必ずしも正しい

とは限らないことが分かった。 

2. 三陸はるか沖地震時のアンケート震度分布と地盤モデ

ルとを照らし合わせ，地震の揺れ方と地盤との関連性を

調べたが，強く揺れるかどうか，地域的な差はれなかっ

たがアンケート震度分布には地形に強く影響されるこ

とがわかった。 
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